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要については表 1 を参照）。 
 さらにこの事業では、コース受講がどの程度英語力の向上に寄与したかを測定す












































 本章では、2012 年度の世界展開力プログラムの一環としてハワイ大学 NICE プロ
グラムに参加した学生について、このプログラムの成果を、参加者が出発直前と帰
国直後に受けた二回の TOEFL のテスト結果との関連で分析するものである。まず、










 最初に、今回の分析のために有効なサンプル数が 18 であることについて注記して
おきたい。今回のハワイ大学 NICE プログラムに参加した学生は全体で 23 人である。
しかし、このうち出発前と帰国後の二回 TOEFL を受験し、点数の詳細が判明してい
るのは 18 人のみである。残りの参加者のうち 3 人は出発前に IELTS を、帰国後に
TOEFL を受験しており、両者の試験結果の直接的な比較はできない。また別の 2 人
は出発前の語学証明スコアが自己申告となっており、点数の詳細が不明である。し
たがって、これら 5 人を除く 18 人が、今回の分析のために有効なサンプル数となる。 









 それでは、試験結果を二つの表 (表 1 と表 2) に示
すことにしたい。表 1 は、NICE プログラム参加の
ためにハワイに出発する直前と帰国後に受験した














 (a) NICE プログラムは TOEFL 全体スコアの上昇に貢献している。今回扱われた
ケースでは、参加者全員を平均して 12.3 ポイントの上昇が見られる。出発前と帰国
後で平均値の差に関する t 検定を行ったところ、両者の差は 1％有意水準で有意であ
った (t=-4.97, df=17, p<0.01)。つまり、偶然によって
このような差が現れる可能性は 1 パーセント以下で
















ート調査によると、今回の参加者の大半が比較的最近に TOEIC, TOEFL, IELTS を受
験していることが分かる (アンケート§1.質問 6)。もちろんアンケートは無記名なの
で、これまで英語の試験を受験したことがない学生が、点数が飛躍的に上昇してい
るサンプル (例えば出発前受験時に 45 点、帰国後受験時に 83 点) と一致する可能性
は否定できない。しかし、飛躍的に上昇している三つのサンプル（参加者 A, B, C）
を除外して統計を取り直しても、試験全体および個別スキルごとの結果の向上傾向
に変化は見られないばかりか、全体スコアの平均差の統計的有意性の度合いはむし
ろ高まる (t 検定：t=-5.62, df=14, p<0.01) 。したがって、今回の試験結果の向上は
「試験慣れ」のみによっては説明できないのであり、この意味でプログラムの成果
によるところが大きいと主張することができるだろう。 
 (b) 出発前の TOEFL のスコアが低い参加者のほうが NICE プログラムの貢献度は
高い。表 1 に与えられたデータを出発前の TOEFL スコアの高い順に並び替えて、こ
れを表 1*とし、この上位層と下位層とを比較してみることにしたい。それぞれ 9 人
ずつからなる出発前のスコアが 60 点以上のグループ (サンプル M-K) と 60 点未満の
グループ (J-C) に全体を二分割する。60 点以上のグループの出発前平均得点、帰国後
平均得点はそれぞれ 71.4 点、78.6 点であり、その差は 7.2 点である。それに対して、
60 点未満のグループの出発前平均得点、帰国後平均得点はそれぞれ 50.1 点、67.6 点
であり、その差は 17.5 点である。帰国後のテスト結果では両者の差はかなり縮まっ
ていることが分かる。したがって、NICE プログラムの貢献度は TOEFL の点数がも














ングについては、二回の試験結果の差がそれぞれ 4.3 点、4.2 点であるが、リーディ
ングとリスニングについては、その差がそれぞれ 2.1 点、1.6 点に留まっている。こ
の違いは統計的にも示すことができる。各スキル別に出発前と帰国後で平均値の差
に関する t 検定を行ったところ、ライティングとスピーキングについてはともに 1％
有意水準で有意差が認められた (ライティング：t=-8.93, df=17, p<0.01、スピーキン
グ：t=-4.4, df=17, p<0.01)。これに対しリーディングとリスニングでは 1％有意水準
では有意差が認められなかった (ただしリーディングは 5%有意水準では有意、リス
ニングは 5％有意水準でも有意ではなかった；リーディング：t=-2.35, df=17, p<0.05、







アの試験結果の差が 11 ポイント以上あるグループ (サンプル A-I；以下「大幅上昇グ
ループ」とする) と 11 ポイント未満のグループ (サンプル J-R；以下「小幅上昇グル
ープ」とする) の二つにサンプルを分類する。そしてこの 9 人ずつからなる二つのグ




昇グループは、リーディングについてそれぞれ 2.1 点と 2.2 点、ライティングについ









































15.7 点であり、これはリーディングの 18.7 点に次ぐ二番目であり、あまり改善の見




ケート §1.質問 1)。 
 そこで二番目に検討してみたいのは、次のような仮説である。 
 






















たのであるが、この NICE プログラムの訓練も、TOEFL のライティング問題を解く
































   (1) (a) NICE プログラムは TOEFL 全体スコアの上昇に貢献している。 






















(1) TOEFL iBTのライティング問題の例 (Sharpe, P. J. Barron’s TOEFL iBT, 13th 
edition, Hauppauge, New York, 2010, pp.224-225) 
 
第一問 (20分) ：Integrated Essay “School Organization” 
You have 20 minutes to plan, write, and revise your response to a reading passage 
and a lecture on the same topic. First, read the passage and take notes. Then, listen to 
the lecture and take notes. Finally, write your response to the writing question. 
Typically, a good response will require that you write 150-225 words. 
 
Reading Passage 
Time: 3 minutes 
 
Historically, schools in the US have borrowed the European system of school 
organization, a system that separates students into grades by chronological age. In 
general, children begin formal schooling at the age of six in what is referred to as the 
first grade. For the most part, students progress through twelve grades; however, 
some students who do not meet minimum requirements for a particular grade may 
be asked to repeat the year. 
Graded schools are divided into primary grades, intermediate grades, and secondary 
grades. Primary education includes grades 1 through 5 or 6, and may also provide 
kindergarten as a preparation for first grade. Referred to as elementary school, these 
grades are usually taught by one teacher in a self-contained classroom. Intermediate 
grades begin with grade 6 or 7 and offer three years of instruction. At this level, 
teams of teachers may collaborate to provide subject-based classes similar to those 
offered in high school. Viewed as a preparation for high school, intermediate 
education is known as junior high school. At grade 9 or 10, secondary school begins. 
Classes taught by subject specialists usually last about fifty minutes to allow a 
student ten minutes to move to the next class before it begins at the top of the hour. 
At the end of twelve successful grades of instruction, students are eligible for a 






Summarize the main points in the lecture, explaining how they cast doubt on the 




第二問 (30分)：Independent Essay “An Important Leader” 
 
Question 
Leaders like John F. Kennedy and Martin Luther King have made important 
contributions to the people of the United States. Name another world leader you 




(2) 京都大学入試問題の和文英訳の例（2013 年京都大学入試問題から） 
 
III 次の文章(1), (2)を英訳しなさい。(50 点) 
 
























1. 参加前の英語力および学習方法・英語を学習する目的について  








行った。(1) 質問 1, 2 では、リーディング・ライティング・リスニング・スピーキン
グという四つの技能のうち、現在得意である技能と将来伸ばしたい技能について聞
いた。次に、NICE プログラム参加者の過去の英語学習歴を調査するために、(2) 質
問 3-5 では普段の英語学習について、(3) 質問 6, 7 では過去の英語試験の受験経験に






























が 2 人、リスニングだった学生が 1 人、ライティングとリスニングの両方だった学
生が 1 人となっている。帰国後のスコアについては、一番点数が高いスキルがリー
ディングだった学生が 10 人、ライティングだった学生が 6 人、スピーキングだった
学生が 1 人、リーディングとライティングの両方だった学生が 1 人となっている。



































ては、トータルで週に 9.5 時間以上英語学習していると答えた学生が 6 人いるのに対
し、5 時間以下の学生が 4 人だった。 
 今回 NICE プログラムの参加者のうちで普段から意識して英語学習に取り組んで
いる学生は、ひとりで英語を勉強するのではなく、授業や課外活動などで他の学生
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 教材としては、海外の映画・ドラマや英語のポッドキャスト、YouTube や TED: 
Ideas Worth Spreading のウェブサイト、NHK のニュースの英語音声などの、生の
英語を聞くことができる教材を利用している学生が多かった。この他に、学術論文
や TIME を読むと答えた学生がいた。 
 
1. 3. 過去の英語試験の受験経験 
 




ここでは今回の NICE プログラム参加のために義務づけられていた TOEFL 受験以前
に、TOEFL あるいはその他の英語の試験（英検・TOEIC・IELTS）を受験したこと
があるかどうかを聞いた。受験したことがあると答えた学生が大部分で 13 人であり、
受験したことがないと答えた学生は 3 人に留まった。 
 




TOEFL・IELTS を受験した学生はそれぞれ 6 人、8 人、5 人、3 人だった。この他の
英語試験を受けたことがある学生はいなかった。複数の英語試験を受験した学生は 6
人で、四種類の英語試験の全てを受験したことがある学生が 1 人、三種類の英語試
験を受けた学生が 1 人いた。また 英検を受験したのは比較的過去にさかのぼる学生
が多く、2006-2009 年に受験した学生が大半を占めるのに対し、TOEIC・TOEFL・
IELTS については、受験した年が判明しているかぎりでは、全て 2010-2012 年に集中
している。 
 2010-2012 年に英語試験を受験した学生は比較的高得点をとっている。例えば、
TOEFL を受験した 5 人の学生の点数は 71-90 点であり、今回のプログラム参加者の
平均点である 60.8 点よりもずっと高い。また、これらの TOEFL 受験者は全員、質
問 3 で普段から意識して英語の勉強をしていると答えており、普段から英語の勉強
に取り組む成果が出ていると言えそうである。また 5 人のうち 3 人が長期または短
期留学経験者である。 
 



















プログラム以前に TOEFL と IELTS のどちらか一方もしくは両方を受験しており、
点数は TOEFL については 78 点、81 点、82 点、IELTS については 3 人が 6.5 点と、
いずれも比較的高得点である。 
 









いう目的で、5 人が選択した。趣味として英語を勉強していると答えた学生は 1 人で
あり、この他に「将来英語教師になりたいから」という具体的な目的を挙げた学生







は 11 人だったのに対し、(b)のどちらかを選択した学生は 14 人だった。だから、今
回の NICE プログラムの参加者は、どちらかと言えば (a) の即物的な目的よりもむし
ろ、(b)の自己成長を目的として英語学習に取り組んでいると言えるだろう。 
NICE プログラムアンケート分析(2, 3) 
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2. NICE プログラムの授業 
ここでは NICE プログラムの授業について感想を聞いた。質問は大きく四つの部分
に分かれる。(1) 質問 1-3 では、授業の内容・雰囲気について尋ねるとともに、教室
の設備に問題がなかったか訊いた。(2) 質問 4-6 では各学生が授業に積極的に参加で
きたかどうかとその理由について尋ねた。(3) 質問 7-8 は NICE プログラムの授業と
日本でこれまで受けた授業を比較してもらい、そこから何か将来への示唆が引き出
せないか試みた。(4) 最後に質問 9-10 では、NICE プログラムのもう一つの特色であ
るカルチャーワークショップについて、参加者の経験と感想を教えてもらった。 
 








Intermidiate, Advanced）に分けられた。ただし学生によっては High Intermediate














































が 1 人となった。ただし「発言できなかった」と答えた者のうち４名が Advanced
クラスに参加した者で、このクラスに発言できなかった者が偏っている。この点に
ついては質問 6 の分析にてもう一度触れる。 
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2. 4. カルチャーワークショップについて 
NICE プログラムでは、上で述べたような狭義の英語の授業だけでなく、ハワイの文
化を現地の人から学ぶ場として「カルチャーワークショップ」を設け、学生に受講














た」を合わせて）が 7 人、「あまり役に立たなかった」が 2 人、「どちらともいえ











質問をした。ここでの質問は大きく三つに分けられる。(1) 質問 1-3 ではホストファ

























が 10 人。それに続いて「自分の家族や経歴について」が 5 人、「英語や日本語につ






























生以外の一時滞在者がいたと答えた学生は 8 人、いないと答えた学生は 8 人となっ































































質問は全部で 5 つからなり、大きく次の三つのグループに分けられる。(1) 質問 1 で





る事柄について聞いた。(3) 最後の質問 5 では参加者自身が今回のプログラムと
TOEFL との関連性についてどう考えるかを尋ねた。 
 







これらは大きく(1) 文化体験、(2) 英語学習、(3) 生活体験の三つに分けられる。この





































かを聞いた。これに対してはほぼ全ての参加者 (15 人) が勧めたいと答えた。「是非

































































































案を提言したい。本章ではまず TOEFL スコアの分析からの提言（第 1 節）、アンケ
ート結果からの提言（第 2 節）を行い、最後にそれらとは独立の観点からの提言を
与える（第 3 節）。 
 
3. 1. TOEFL スコアの分析と提言 
本節では第一章における TOEFL スコアの分析の結果を受けて、次回以降の事業に対
する改善案を考える。テストの詳細な分析については第一章を参照されたい。 
 まずプログラム参加前後の参加者の TOEFL スコアの比較は、プログラムが参加者
のスコア向上に効果があったことを強く示唆する。前後の TOEFL の全体スコアの差




































3. 2. アンケート結果からの提言 
つぎに本節では第二章のアンケート結果の分析を受けての将来への提言を行う。ア
ンケートの分析そのものについては第二章を参照されたい。 
 まず述べておく必要があるのは、参加者は NICE プログラムで行われた授業・ホ
ームステイにはおおむね満足していたことである。たとえば、アンケートの質問
「あなたはこのプログラムに参加するよう他の京大生にも勧めたいと思いますか？」
（質問 4-2）には、この問に答えたほぼ全員が「はい」と回答している（16 人中 15
人）。また授業についても、回答者の多くが授業の雰囲気は良好なものだったと述




























































れは以下のアンケートの回答に見られる（質問 4-4, 再掲）。 
 












































































質問 0  性別・学年・Placement Testingの結果に〇をつけてください。 
 ・性別 1. 男  2. 女 
 ・学年 1. 学部生  2. 大学院生 
 ・Placement Testingの結果 














1. リーディング 2.ライティング 3.リスニング 4.スピーキング 
二番目に得意な技能： 
1. リーディング 2.ライティング 3.リスニング 4.スピーキング 
 
質問 2 今後とくに伸ばしたい技能を選んでください。 
1. リーディング 2.ライティング 3.リスニング 4.スピーキング 
 







質問 4 質問 3 で「はい」を選んだ方にお尋ねします。どのようにして英語の学 
習に取り組んでいますか？該当するもの全てに〇をつけて、週何時間くらい使っているか を
お答えください。 
1. 積極的に大学で英語の授業に参加している。   （週   時間くらい） 
2. 研究で英語を使っている（英語の論文を読む、英語の講演を聴くなど）  
                        （週  時間くらい） 
3. 英会話学校に通っている。あるいはオンラインの英会話コースを利用してい 
る。                       （週   時間くらい） 
4. 英語を使うサークルや課外活動に参加している。  （週   時間くらい） 
 具体的な課外活動の内容を書いてください。 





5. 独学で学習している。             （週   時間くらい） 
 
質問 5 質問 4 で独学で学習しているに〇をつけた方にお尋ねします。何か意識して行っている学習
法がありましたら教えてください。また、どのような教材を使っていますか？ 
学習方法 
1. シャドーイング   2. ディクテーション   3. 音読   4. 文章を多読   5.まとまった文章を暗記 
6. その他（具体的に：   
  
                                            ） 
教材 
1. 初学者用にやさしく書き直された洋書  2. 海外の小説（古典・ベストセラーなど） 
3. ポッドキャスト  4. 海外の映画・ドラマ 5. 市販の英語テスト対策参考書  6. NHKの語学講座 
7. その他（具体的に：    







質問 7 質問 6 で「はい」を選んだ方にお尋ねします。差し支えなければ、受験 
した試験の種類と受験した年、その点数を教えてください。 
1. 英検 ( 級)         年    合格・不合格 
2. TOEIC          年 （    点） 
3. TOEFL          年 （    点） 
4. IELTS            年 （    点） 
5. その他（     ）    年 （    点） 
 




質問 9 質問 8 で「はい」を選んだ方にお尋ねします。どの国にどのくらいの期 
間留学していたか教えてください。 
国 （          ） 
期間 （           ） 
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II. NICE プログラム全体の評価 
質問 1 ～ 8 は、NICEプログラムの授業について伺います。 
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質問 9 ～ 10 は、NICEプログラムのカルチャーワークショップについて伺います 



















理由（         
 
         



























1. 工夫をしてくれた。（具体的に：     




























                                             
） 
 

































































1. リーディング 2.ライティング 3.リスニング 4.スピーキング 
二番目に得意な技能： 
1. リーディング 2.ライティング 3.リスニング 4.スピーキング 
 
一番目に得意な技能 
1. リーディング →13人 
2. ライティング →1人 
3. リスニング →2人 
4. スピーキング →0人 
二番目に得意な技能 
1. リーディング →2人 
2. ライティング →10人 
3. リスニング →3人 
4. スピーキング →1人 
 
質問 2 今後とくに伸ばしたい技能を選んでください。 
1. リーディング 2.ライティング 3.リスニング 4.スピーキング 
 
1. リーディング →0人 
2. ライティング →0人 
3. リスニング →3人 
4. スピーキング →13人 
 








質問 4 質問 3 で「はい」を選んだ方にお尋ねします。どのようにして英語の学 
習に取り組んでいますか？該当するもの全てに〇をつけて、週何時間くらい使っているか を
お答えください。 
1. 積極的に大学で英語の授業に参加している。   （週   時間くらい） 
2. 研究で英語を使っている（英語の論文を読む、英語の講演を聴くなど）  
                        （週  時間くらい） 
3. 英会話学校に通っている。あるいはオンラインの英会話コースを利用してい 
る。                       （週   時間くらい） 
4. 英語を使うサークルや課外活動に参加している。  （週   時間くらい） 
 具体的な課外活動の内容を書いてください。 
5. 独学で学習している。             （週   時間くらい） 
 
1. →6人 (1時間: 1人、3時間: 3人、4.5時間: 1人、10時間: 1人) 
2. →3人 (2時間: 1人、5時間: 1人、15時間: 1人) 




5. →7人 (2時間: 2人、3時間: 1人、5時間: 1人、8時間: 1人、10時間: 2人) 
＊トータルの学習時間 
19時間: 1人、16時間: 1人、15時間: 2人、13時間: 1人、9.5時間: 1人、 
5時間: 1人、4時間: 1人、3時間: 1人、1時間: 1人 
 
質問 5 質問 4 で独学で学習しているに〇をつけた方にお尋ねします。何か意識して行っている学習
法がありましたら教えてください。また、どのような教材を使っていますか？ 
学習方法 
1. シャドーイング   2. ディクテーション   3. 音読   4. 文章を多読   5.まとまった文章を暗記 
6. その他（具体的に：    ） 
教材 
1. 初学者用にやさしく書き直された洋書  2. 海外の小説（古典・ベストセラーなど） 
3. ポッドキャスト  4. 海外の映画・ドラマ 5. 市販の英語テスト対策参考書  6. NHKの語学講座 
7. その他（具体的に：   ） 
 
学習方法 
1. シャドーイング  →2人 
2. ディクテーション  →1人 
3. 音読      →2人 
4. 文章を多読     →3人 
5.まとまった文章を暗記 →1人 







1. 初学者用にやさしく書き直された洋書 →0人 
2. 海外の小説（古典・ベストセラーなど） →0人 
3. ポッドキャスト      →2人 
4. 海外の映画・ドラマ    →2人 
5. 市販の英語テスト対策参考書   →1人 
6. NHKの語学講座    →0人 
7. その他      →6人 








はい  →13人 
いいえ →3人 
 
質問 7 質問 6 で「はい」を選んだ方にお尋ねします。差し支えなければ、受験 
した試験の種類と受験した年、その点数を教えてください。 
1. 英検 ( 級)         年    合格・不合格 
2. TOEIC          年 （    点） 
3. TOEFL          年 （    点） 
4. IELTS            年 （    点） 
5. その他（     ）    年 （    点） 
 
1. 英検:  →6人 
準一級 2011年合格 
準一級 2006年合格 
























5. その他 →0人 
 




はい  →7人 
いいえ →8人 
 
質問 9 質問 8 で「はい」を選んだ方にお尋ねします。どの国にどのくらいの期 
間留学していたか教えてください。 
国 （          ） 
期間 （           ） 
 


















に：                                    ） 
 
1.  →5人 
2.  →6人 
3.  →6人 
4.  →11人 
5.  →11人 
6.  →1人 
7.  →1人 (将来英語教師になりたいから) 
 
 
II. NICE プログラム全体の評価 
質問 1 ～ 8 は、NICEプログラムの授業について伺います。 
 




































































質問 3 視聴覚設備など、教室の設備は十分でしたか。 
1. 十分だった 
2. 不十分だった。→どういうところが不十分でしたか。 























































 less confident 
 


























 creative/creativity が強調されていた点。 
 

























質問 9 ～ 10 は、NICEプログラムのカルチャーワークショップについて伺います 
 





























理由（                 

















































































































































































































質問 1 このプログラムに参加して、一番印象に残ったことは何ですか。 
 
 61 




































1.  →8人 
2.  →7人 
3.  →1人 
4.  →0人 
 62 


























 Have a fun! 
 
 
質問 4 このプログラムで改善できるところは何かありますか。教えて下さい。 
 
 




































（                                          ） 
1. はい →13人 
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